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第四章 古  代（三） 
 

１ 平 安 中 期 の 文 化  

 

遣唐使は平安朝初期にも派遣されたが、危険 

を伴う航海に比べて唐の衰退と共にその文化

にも見るべきものが少なくなったとの菅原道真
すがわらのみちざね

の建議によって、894年

にこれを中止した。907年に唐は亡び、五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

争
そう

乱
らん

の世となった。ま

た奈良時代以来わが国に通交していた渤
ぼっ

海
かい

は926年に契
きっ

丹
たん

に滅ぼされ

た。まもなく、朝鮮でも935年に新羅が滅びて、翌年高麗
こうらい

が後
ご

百済
く だ ら

を滅

ぼして朝鮮半島を統一した。 

このように、日本の近隣諸国は変動が激しく、その間に1019年刀
と

伊
い

賊
ぞく

（女真族
じょしんぞく

）の北九州来
らい

寇
こう

などもあり、朝廷の対外的姿勢は極めて消極的

となった。唯一、960年に中国を統一した宋
そう

の商船が来航したり、これ

に乗って日本から巡礼僧が入宋する程度で、どの国にも公式の使者は派

遣しなかった。 

対外関係が稀薄になり、政権は藤原氏が独占して

摂
せっ

関
かん

政
せい

治
じ

をおこし、これを中心とする貴族の優越

的地位は確定した。荘園という彼等の経済的基盤も固まってくると、貴

族は栄華な生活を送るようになり、彼等はその趣好に合わせて、これま

での内外の文化を咀
そ

嚼
しゃく

し、日本風の文化（国風
こくふう

文化
ぶ ん か

）を醸
じょう

成
せい

した。 

貴族の住居は、以前の唐
から

風
ふう

の宮室
きゅうしつ

建
けん

築
ちく

から新たに寝
しん

殿
でん

造
づくり

が成立した。

屋根は勾配ゆるやかな檜皮
ひ わ だ

葺
ぶき

で、中央に南面した寝
しん

殿
でん

（正
せい

殿
でん

）があり、

対外関係の変化 

国 風 文 化  
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東・西・北に対屋
たいのや

を設け、前
ぜん

庭
てい

にあたる大庭
お お ば

には広い空間の南に池や築
つき

山
やま

や流
なが

れを取り入
い

れた。床は板
いた

敷
じ

きで部屋の内では几帳
きちょう

・衝立
ついたて

障子
しょうじ

・

屏風
びょうぶ

などを使い間仕切りとし、外部との仕切りには御簾
み す

や蔀
しとみ

戸
ど

・妻
つま

戸
ど

などが使われた。贅を尽くした調度品の中でも、蒔絵
ま き え

を使ったものがこ

の時代に独特の進歩を見せた。今日
こんにち

、寝殿造住宅そのものは現存しない

が、仕切りに使われた建具
た て ぐ

はそれぞれその後も日本建築の中で使われて

いった。この頃の畳は座布団の様に使われたり、寝具として使われたこ

とが、絵巻物などに見られる。畳の大きさ・厚さ・縁
へり

（畳
たたみ

縁
べり

）の柄
がら

が

すでに身分の違いを表していた。のちの室町時代頃に書院造が普及して

から、現在の和室のように部屋全体に敷かれ始めるようになる。 

池に舟を浮べて詩
しい

歌
か

管
かん

絃
げん

の遊
ゆう

宴
えん

もあった。娯楽には歌合
うたあわせ

などもあ

り、国
こく

文
ぶん

学
がく

と共に発達した。奈良時代にはすでに貴族の邸宅に鑓水
やりみず

や池

など庭作りを楽しんでいた様子が発掘などで明らかにされているが、貴

族にとって庭は儀式の場からこのような遊興の場へと変わっていった。

寝殿造の庭園は旧嵯峨
さ が

御所
ご し ょ

（京都市大覚寺
だ い かく じ

）の大沢
おおさわ

池
のいけ

、神泉
しんせん

苑
えん

（京都

市）などに遺構の一部が見られる。「作庭記
さ く てい き

」と言われる庭園を作る上

での禁忌
き ん き

や作庭
さくてい

方法を記した書が生まれたのもこの11世紀初頭とみら

れ、のちの庭園作りに大きな影響を与えた。 

衣服も国風化し、貴族の男子の服装は、儀式には衣
い

冠
かん

束
そく

帯
たい

をつけ、平

時は直衣
の う し

や狩
かり

衣
ぎぬ

を着た。貴族も庶民も男は烏帽子
え ぼ し

を被
かぶ

っていた。貴族の

女子は儀式には色とりどりの単衣
ひ と え

を重
かさ

ねた十二単衣
じゅうにひとえ

をつけ、平時は単
ひとえ

や袿
うちき

の上に小袿
こうちき

を重ね袴
はかま

を履いた。庶民の男は直垂
ひたたれ

に動きやすい小袴
こばかま

で、庶民の女子は小袖
こ そ で

に褶
しびら

をはおり腰布を巻いていた。貴族は絹の着

物を着ることが出来たのに対し、庶民の布地は麻（苧
ちょ

麻
ま

）や植物繊維で
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1907年(明治40)、第1回文部省美術展覧(文展）

が開催され、その流れは現在の日展につなが

る。1914年（大正3）になって、日本画界では日
に

本
ほん

美
び

術
じゅつ

院
いん

が再興され、

横
よこ

山
やま

大
たい

観
かん

・下
しも

村
むら

観
かん

山
ざん

・安
やす

田
だ

靭
ゆき

彦
ひこ

・川
かわ

合
い

玉
ぎょく

堂
どう

・小
こ

林
ばやし

古
こ

径
けい

らが活躍し、洋

画界では、文展とは別に自由な展覧会を催すグループが林立するように

なった。石
いし

井
い

柏
はく

亭
てい

・山
やま

下
した

新
しん

太
た

郎
ろう

・安
やす

井
い

曽
そう

太
た

郎
ろう

らの活躍が知られる。 

演劇界は近代劇が盛んになり、1924年、築
つき

地
じ

小
しょう

劇
げき

場
じょう

が創立され、新

劇の中心となったが、社会主義的思想をもつ演劇の方向をとった。1914

年には未婚の女性だけで構成される宝塚歌劇団が初の公演を行なった。 

音楽界では作曲の山
やま

田
だ

耕
こう

筰
さく

、古関裕而
こ せ き ゆ う じ

、交響曲の代表的指揮者として

近衛
こ の え

秀
ひで

麿
まろ

らが現われ、洋楽の普及発達を促した。 

 

3 現     代 

 

太平洋戦争での敗戦後、米国主力による連合国軍の

占領下におかれ、その総司令部（GHQ）の指令を日

本政府が実施する間接統治が行われた。非武装、民主主義に基づき戦争

放棄、国民主権を謳った日本国憲法を制定し、全面的な革新（男女平等

の普通選挙法、農地改革、教育改革、労働改革等）を遂行した。米ソ冷

戦が鮮明になると、1950年（昭和25）の朝鮮動乱を機に、警察予備隊が

発足し、4年後陸海自衛隊へと改組、航空自衛隊も新設された。 

日本の主権は1952年、吉
よし

田茂
だしげる

首相を首席全権として調印されたサンフ

ランシスコ講和条約発効後回復されたが、同時に日米
にちべい

安保
あ ん ぽ

条約
じょうやく

を結び

戦後の日本 

美術・演劇・音楽 
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米軍の駐留が継続となった。1956年にソ連と国交が回復すると、国際連

合へ加盟、国際社会への復帰となった。日米安保条約は1960年に改定さ

れ、日米共同で防衛義務を負うこととなった。1972年には日中国交正常

化が実現し、更に6年後日中平和友好条約が調印された。戦後米国の施

政権下に置かれた小笠原諸島は1968年（昭和43）に、沖縄は1972年（昭

和47）に本土復帰を果たした。 

朝鮮戦争による特需
とくじゅ

景気もあり、1950年代中盤から日本経済は電気製

品、自動車製品などの組立工業や重化学工業を中心に飛躍的な高度成長

を遂げた。1953年にテレビの本放送が始まったが、皇太子殿下が民間人

を妃に選ばれ、1959年にご成婚のパレードが放映されたことで、国民大

衆は国民の統合の象徴と言われる皇室に親しみを感じるようになった。続

いて1964年（昭和39）に開催された東京オリンピック・パラリンピック、

1970年大阪での万国博覧会、1972年札幌冬季オリンピックは戦後日本の

復興を象徴する画期的な出来事であった。その後、日本経済はGNP世界

第2位となるまで成長したが、米国の貿易赤字が増加すると1985年（昭

和60）のプラザ合意によりドル安へと協調介入が行われた。急激な円高

不況に対処するために実施された積極財政・金融緩和策の結果、景気拡

大の一方、株式・土地への投機等によりバブル経済がもたらされた。 

1989年（昭和64/平成元）1月、昭和天皇の崩御 

により、皇太子明仁
あきひと

親王の即位で平成時代が始

まった。この年は鉄のカーテンと言われた東西冷戦が終結を迎えたが、

その後の湾岸
わんがん

戦争
せんそう

（1991年)、米同時多発テロ事件（2001年）など世界

情勢の変動に伴い国連平和維持活動への参加問題で自衛隊の行動規範が

問われることとなった。近隣諸国との間には、戦後処理に関連した諸問

平成から令和へ 
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建築・庭 
建築・庭(1) 

時代 建築物 庭 

古代 

竪穴住居 (掘立式)＊茅葺 

高床式倉庫 (堀立式)＊茅葺 

古墳 (方墳・円墳・前方後円墳など) 

＊石を立て依代とする 

＊磐座、磐境、神池、 

  神島 

飛鳥 

＊礎石建て、本瓦(丸瓦)大陸より移 

  入 

＊仏教伝来とともに中国  

・朝鮮半島から 

＊唐様の建築技法    庭園文化伝わる 

＊茅葺、板葺き、檜皮葺き ＊呉橋、須弥山 

現存せず：飛鳥寺、斑鳩寺 (法隆寺） 飛鳥京跡苑池 

        四天王寺 （のち再建）   

  

  

  

白
鳳 

607年?法隆寺創建   

(670年焼失？690年頃金堂再建）  

706年法起寺三重塔  

  

  

奈  

  

良  

  

  

天
平 

730年薬師寺東塔 

739年法隆寺夢殿・伝法堂 
＊曲水・石組 

741年国分寺・国分尼寺：現存せず 平城京左京三条 

752年以前? 東大寺法華堂       二坊宮跡庭園 

東大寺大仏殿(後に 2回焼失・再建） 平城京東院庭 

（二月堂のちに焼失・17Cに再建）   

710-793年唐招提寺金堂・講堂   

747年新薬師寺本堂   正倉院正倉   

平

安 

密
教 

9Ｃ後半 室生寺金堂・五重塔   

951年 醍醐寺五重塔 ＊寝殿造の池泉庭園 

国
風 

＊京で町屋の出現 
神泉苑 

嵯峨院大沢池 

＊檜皮葺→格が上がる  

＊寝殿造(和様)   
990年 法隆寺講堂再建  
1051年 法界寺阿弥陀堂 ＊浄土式庭園 

1053年 平等院鳳凰堂 平等院鳳凰堂庭園 

1124年 中尊寺金色堂上棟 毛越寺庭園 

 



歴史年表

日本文化・外交小史　JGA 日本観光通訳協会

年代 日本 アジア 中近東・アフリカ ヨーロッパ アメリカ・オセアニア

西　　　　 　　暦

19世紀 1860 桜田門外の変 1861~1946 イタリア王国 1861~65 アメリカ、南北戦争

1864 下関砲撃事件、長州征伐

1866 薩長同盟

1867 大政奉還、王政復古 1867 カナダ、自治領成立

明治時代(1868～1912) 1867 アメリカ、アラスカ買収  

1866 プロイセン・オースト

　　  リア戦争

1869 版籍奉還 1870 プロイセン・フランス戦争

1871 廃藩置県 1871~1918 ドイツ帝国

1872 学制公布、国立銀行条例

1872 新橋・横浜間鉄道開通 1878  ベルリン会議

1874 民撰議院設立の建白書            (東欧諸国独立)

1882 独墺伊三国同盟

1877 西南戦争 1877~1947 英領インド帝国

1889 大日本帝国憲法発布 1885~1895 清、台湾省設置 1886 コロンビア共和国成立

1890 第1回帝国議会

1890 エルトゥールル号遭難事件 1889 エッフェル塔

1894 領事裁判権の撤廃に成功 1891 露・仏同盟

1895 下関条約、三国干渉 1897 大韓帝国成立

20世紀 1902 日英同盟成立 1900~01 義和団事件(清) 1901 オーストラリア連邦成立

1904~05 日露戦争

1905 ポーツマス条約 1905 ノルウェー、分断独立

1910 幸徳事件(大逆事件） 1907 英・仏・露三国協商

1876年 日朝修好条規

1894～95 日清戦争

1895～1945 台湾統治時代

1884 ベルリン･コンゴ会議 (アフリカ分割）

1869 スエズ運河開通(運営管理

           英仏）

1880年代 ヨーロッパ諸国、

           アフリカ争奪

1868 明治維新　五箇条の御誓文

1868 神仏分離令→廃仏毀釈

1882～2026予定 サクラダ

           ファミリア

1863 トーマス・クック、ツアー

　   →現代的観光旅行の始まり
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